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安茂里地区
世帯数と人口
（３月１日現在）

世帯数
総人口
男
女

9,117戸
19,829人
9,507人
10,322人

　
４
月
４
日
に
１
年
生
44
名
を
迎

え
て
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
学
式
で
は
、
期
待
と
不
安
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
も
、
し
っ

か
り
と
し
た
足
取
り
で
入
場
し
て
、

元
気
に
「
１
年
生
に
な
っ
た
ら
」

を
歌
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
今

年
度
は
新
し
く
藤
倉
佳
子
校
長
先

生
と
新
任
職
員
６
名
を
迎
え
、
児

童
３
１
２
名
と
職
員
23
名
で
令
和

６
年
度
の
安
茂
里
小
学
校
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
『
共
に
伸
び
る
杏
っ
子
』
の
教

育
目
標
に
向
け
て
３
つ
の
重
点
を

定
め
ま
し
た
。

　
ま
ず
「
考
え
深
め
る
～
周
り
と

対
話
し
な
が
ら
考
え
を
深
め
る
子

ど
も
～
」
で
す
。
協
働
す
る
場
や

話
し
合
い
の
場
の
設
定
、
個
に

合
っ
た
学
び
方
の
工
夫
、
な
ぜ
？

ど
う
し
て
？
と
い
う
問
い
を
も
っ

て
追
求
す
る
学
習
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
次
に
「
ト
ラ
イ
す
る
～
自
ら
考

え
、
計
画
実
行
す
る
主
体
性
の
あ

る
子
ど
も
～
」
で
す
。
総
合
的
な

学
習
の
時
間
や
縦
割
り
班
で
の
交

流
活
動
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
活
動
す
る
姿
が
た
く
さ
ん

見
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
も
相
手
意

識
を
大
事
に
し
た
活
動
を
充
実
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
「
心
と
体
の
健
康
～

自
分
の
心
や
体
、
生
活
を
調
整
で

き
る
自
律
し
た
子
ど
も
～
」
で
す
。

自
分
の
生
活
や
健
康
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
感
情
や
行
動
を
自
分
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
周
り
と
関
わ

り
、
安
心
安
全
な
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
安
茂
里
小
学
校
に
は
、
学
校
の

教
育
活
動
に
対
し
て
惜
し
ま
ず
に

協
力
し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
保
護

者
の
皆
様
が
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

日
登
下
校
を
見
守
っ
て
下
さ
る
見

守
り
隊
の
皆
様
、
授
業
や
行
事
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
な
ど
多
く
の
地
域

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
目
標
に
あ
る
「
共
に
」

の
言
葉
を
大
切
に
、
子
ど
も
と
教

職
員
が
共
に
学
ん
で
力
を
つ
け
る

学
校
、
保
護
者
の
皆
様
や
地
域
の

皆
様
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
教
育
活
動
に
取
り
組
む
学
校

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
　
　
（
教
頭
　
北
村
聡
）

　
能
登
半
島
の
地
震
が

起
き
て
４
か
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
未
だ
倒
壊
し

た
ま
ま
の
家
屋
は
お
び

た
だ
し
い
数
に
上
り
、

将
来
に
向
け
た
生
活
再

建
も
見
通
せ
な
い
人
た
ち
が
多
数
存

在
し
て
い
ま
す
。
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
の
裏
金
事
件
に
揺
れ
る
国
会

で
は
、
３
月
初
め
真
実
解
明
に
向
け

て
政
治
倫
理
審
査
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
し
か
し
「
分
か
り
ま
せ
ん
」

「
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
言

葉
を
繰
り
返
す
だ
け
の
議
員
の
姿
に
、

な
ん
て
庶
民
の
生
活
と
か
け
離
れ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
と
感
じ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
同
じ
３
月
、
多
く
の
若
者
た

ち
が
新
し
い
旅
立
ち
の
春
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。
５
年
ぶ
り
に
通
常
の
形

と
な
っ
た
裾
花
中
学
校
の
卒
業
式
、

こ
の
中
で
生
徒
た
ち
が
歌
っ
た
「
旅

立
ち
の
日
に
」
。
こ
の
春
全
国
で
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
若
者
た
ち
が
こ
の
歌

を
歌
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
こ
の

広
い
大
空
に
夢
を
託
し
て
」
「
い
ま

別
れ
の
時
、
飛
び
立
と
う
未
来
信
じ

て
」･･･

そ
し
て
卒
業
生
代
表
の
女

生
徒
は
誓
い
ま
し
た
「
能
登
半
島
の

地
震
で
辛
い
経
験
を
し
た
私
た
ち
と

同
学
年
の
人
た
ち
が
、
諦
め
る
こ
と

な
く
前
を
向
き
新
し
い
道
を
歩
み
始

め
て
い
る
姿
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
卒
業
生
も
未
来
に
向
け

て
頑
張
り
ま
す
。」･･･

と
。
将
来
あ

る
人
た
ち
に
「
信
じ
ら
れ
る
未
来
」

を
残
し
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

～ 安茂里小学校 ～
「 杏 っ 子 の 入 学 式 」「 杏 っ 子 の 入 学 式 」
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列 中村　文則
喫茶おじさん 原田　ひ香
椿ノ恋文 小川　糸
まっしろしろくま 柴田　ケイコ
こちら空港警察 中山　七里
ステーき はらぺこめがね
令和ブルガリアヨーグルト 宮木　あや子
じつは伝わっていない日本語大図鑑 山口　謠司
タスキ彼方 額賀　澪

新 刊 案 内
書　　　　名 著 者 名

お餅の便利帖 飛田　和緒
むげんことわざものがたり 大串　ゆうじ
ともだちのかたち ダニエラ・ソーサ
ブレイク 真山　仁
究極のうまみレシピ 朝倉　駿
なすこちゃんとねずみくん こしがわ　かおり
ブラック・ショーマンと覚醒する女たち 東野　圭吾
ともぐい 河崎　秋子
いっぱいいもうと ロッカク　アヤコ
小さなおかず365 北嶋　佳奈
二人キリ 村山　由佳

　
　
安
茂
里
地
区
住
民
自
治
協
議
会

　
会
長
　
小
山
　
孝
雄

　
こ
の
度
、

令
和
６
年
度

安
茂
里
地
区

住
民
自
治
協

議
会
長
の
重
席
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
小
市
区
の
小
山
孝
雄
で
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
区
民
の

皆
様
の
交
流
の
場
で
あ
る
べ
き
多

く
の
事
業
が
、
長
年
の
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
中
止
等
の
制
限
を
さ
れ
た

三
年
間
で
し
た
が
、
５
類
　
移
行

に
よ
り
、
以
前
の
活
動
が
再
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
地
区
に
お
い
て

も
、
人
の
集
ま
る
行
事
も
行
わ
れ
、

多
く
の
参
加
者
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
行

事
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
元
気

が
出
ま
す
。

 

新
年
早
々
能
登
半
島
地
震
が
あ

り
大
変
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

被
害
規
模
が
大
き
く
復
旧
が
遅
れ

住
民
生
活
へ
の
影
響
が
長
引
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
安
茂
里
地
区
一

帯
も
犀
川
と
裾
花
川
に
囲
ま
れ
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
で
お
お
わ
れ
て
い

ま
す
。
災
害
が
い
つ
起
こ
る
か
、

災
害
に
対
す
る
備
え
や
、
心
構
え

が
重
要
で
す
。
災
害
時
こ
そ
、
ご

近
所
同
士
の
支
え
合
い
の
力
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
お
互
い
様
で
、

助
け
合
い
、
支
え
合
え
る
隣
近
所
、

孤
立
を
な
く
す
を
基
本
に
「
安
心
、

安
全
な
街
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
安
茂
里

地
区
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「
ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す
」

荒
井
　
訓
夫

　
昨
年
、
安

茂
里
地
区
住

民
自
治
協
議

会
会
長
と
し

て
、
ご
指
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
何
と
か

一
年
間
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
感
謝
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
前
年
度
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
り
、

自
治
会
活
動
や
、
公
民
館
活
動
が

思
う
よ
う
に
出
来
な
い
中
、
本
年

度
は
や
っ
と
動
き
出
し
た
感
じ
が

し
て
、
安
茂
里
全
体
が
明
る
く

な
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
本
当
に
地
域
の
皆
様
の
あ
た
た

か
い
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
役
員
や
区
長
会
の
皆
さ
ん
、

安
茂
里
支
所
、
住
自
協
や
、
公
民

館
の
職
員
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
で

心
強
い
ご
指
導
に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
改
め
て
、
一
人

で
は
何
も
で
き
な
い
一
年
で
し
た
。

優
秀
な
茂
手
木
・
酒
井
両
副
会
長

に
さ
さ
え
ら
れ
、
幸
せ
な
会
長
職

で
し
た
。

　
今
後
と
も
小
山
新
会
長
の
も
と
、

「
明
る
く
萌
え
る
理
想
の
安
茂

里
」
の
た
め
、
一
致
協
力
し
て
ご

尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
し

て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
楽
し
い
１
年
間
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
安
茂
里
支
所
長荒

井
　
勝
彦

　
４
月
の
人

事
異
動
で
支

所
長
と
し
て

安
茂
里
支
所

に
着
任
い
た
し
ま
し
た
荒
井
と
申

し
ま
す
。

　
お
よ
そ
２
万
人
の
住
民
の
皆
さ

ん
が
暮
ら
す
安
茂
里
は
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、
部
会

ご
と
に
目
標
を
立
て
て
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
の
防
災
対
策
や

「
ア
モ
ー
レ
フ
ェ
ス
タ
」
や
「
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
」
等
の
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
全
市

的
に
少
子
・
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
で
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
活
動
を
抑

制
せ
ざ
る
を
得
な
い
期
間
が
続
き

ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
か
ら
は

徐
々
に
以
前
の
よ
う
な
地
区
の
活

動
を
再
開
し
、
公
民
館
を
中
心
に

人
々
が
集
い
、
講
座
や
サ
ー
ク
ル

活
動
を
通
し
て
学
び
な
が
ら
お
互

い
に
高
め
あ
い
、
地
域
づ
く
り
に

も
つ
な
が
る
事
業
を
さ
ら
に
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
私
た
ち
支
所
職
員
も
住
民
自

治
協
議
会
や
公
民
館
と
協
力
し
、

「
明
る
く
萌
え
る
理
想
の
安
茂

里
」
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
年
１
年
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
前
安
茂
里
支
所
長小池

　
秀
一

　
令
和
４
年

に
安
茂
里
支

所
長
と
し
て

着
任
し
、
早

い
も
の
で
２
年
が
過
ぎ
、
こ
の
度
、

４
月
の
人
事
異
動
で
人
権
・
男
女

共
同
参
画
課
に
異
動
と
な
り
ま
し

た
。
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
着
任
当
初
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
あ
り
、
地
区
と
し

て
も
十
分
な
活
動
が
で
き
な
い
状

況
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

住
民
の
繋
が
り
を
な
く
す
こ
と
の

な
い
よ
う
地
区
の
皆
さ
ん
は
工
夫

図書室より

新
任
の
ご
挨
拶

退
任
の
ご
挨
拶

新
支
所
長
あ
い
さ
つ

退
任
の
ご
挨
拶

を
さ
れ
て
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
、
安
茂
里
が
ま
す
ま

す
発
展
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。g

g
g
gg

g
g
g
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安
茂
里
地
区
住
民
自
治
協
議
会

相
談
役
　
　
　
　
　
荒
井
　
訓
夫

会
長
　
総
務
部
会
長
　小

山
　
孝
雄

副
会
長
　
総
務
部
副
部
会
長
　

　
原
　
　
剛
司

　
　
　
　
〃
　
　
　
小
松
　
　
守

防
災
部
会
長
　
　
　
宮
崎
　
正
文

健
康
福
祉
部
会
長
　
青
沼
　
経
夫

環
境
部
会
長
　
　
　
美
谷
島
義
人

教
育
文
化
部
会
長
　
野
村
　
憲
司

健
全
育
成
部
会
長
　
池
田
　
敏
彦

安
全
部
会
長
　
　
　
大
日
方
千
秋

会
計
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
末
夫

伊
東
　
和
男

事
務
局
長
　
　
　
　
小
林
　
眞
市

安
茂
里
地
区
区
長

平
柴
　
　
　
　
　
　
松
下
　
明
夫

平
柴
台
　
　
　
　
　
笹
川
　
信
義

小
柴
見
　
　
　
　
　
内
村
　
公
一

差
出
北
　
　
　
　
　
原
　
　
剛
司

差
出
中
　
　
　
　
　
田
下
　
昌
志

差
出
南
　
　
　
　
　
山
﨑
　
秀
夫

大
　
門
　
　
　
　
　
石
川
　
隆
裕

杏
花
台
　
　
　
　
　
伊
東
　
和
男

小
　
路
　
　
　
　
　
大
澤
　
恒
春

西
河
原
　
　
　
　
　
小
松
　
　
守

伊
勢
宮
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。



第 474 号 （4）安 茂 里 公 民 館令和６年５月 1日

令和６年度　安茂里公民館主催講座
お申込み・お問い合わせは　026－226－4059

…新講座

なかよし広場　「楽しく遊ぼう」 （午前10：00～11：30)

①　6月12日(水）新聞紙あそび ②　7月10日(水）たなばたかざり
③　9月11日(水）絵の具でおえかき ④　10月9日(水）ミニうんどう会
⑤　11月13日(水）いろいろなゲーム ⑥　12月11日(水）クリスマス会
⑦　1月15日(水）手作りおもちゃ ⑧　2月12日(水）まめまき

庄村　光子
保育士

申込受付
５月21日(火)～
定員：親子15組

※日程・内容等が変更になる場合があります。詳細はそれぞれの講座チラシにてご確認ください。

生活文化講座
◎バス利用(終日） 講師（敬称略で記入） 申込受付 定員

1 ５月14日
8：30～15：30 火 ◎戸隠の野鳥を訪ねて 藤田　伸二 日本野鳥の会

長野支部長 ４月23日(火)～ 20名
2 ５月22日

9：00～15：30 水 ◎高原の植物めぐり 大塚　孝一 植物分類研究者 ４月30日(火)～ 20名
3 ６月３日

13：30～15：30 月 文学講座① 堀井　正子 日本文学研究家 ５月13日(月)～ 30名
4 ６月６日

10：00～12：00 木 ワイヤーで作るフラワーベース 戸津　泰征 グリーンショップ・トツ ５月16日(木)～ 15名
5 ６月28日

13：30～15：30 金 楽しく歌おう愛唱歌① 上村まり子・服部秀子 声楽家・ピア二スト 安茂里：６月７日(金)～
一般：６月13日(木)～ 50名

6 ７月12日
9：00～15：30 金 ◎企業を訪ねて① 安茂里公民館職員 ６月25日(火)～ 20名

7 ７月24日
13：30～15：30 水 時代の見方・考え方① 未　　定 信濃毎日新聞論説委員 ７月３日(水)～ 15名

8
８月８日

①10：00～12：00
②13：30～15：30

木 夏休みスイーツデコ講座
（2部制） 安野　悦子 sweets pallet 主宰 ７月23日(火)～

20名
20名

9 ８月21日
10：00～11：00 水 親子でレッツ♪リトミックヨガ 中島和恵・塚田雅子 ヨガインストラクター

リトミック講師 ７月31日(水)～ 15組
10 ８月27日・９月３日　

13：00～15：00 火 クラフトテープで作るかごバッグ（全2回） 北島　淑子ほか 手仕事ひだまり 安茂里：７月29日(月)～
一般：８月 ５日(月)～ 10名

11 ８月28日
13：30～15：30 水 はつらつメイク講座 太田　美子 コーセー化粧品長野支店 ８月６日(火）～ 20名

12 ８月30日
13：30～15：30 金 ツボパワーで全身ケア 村田　勇・大滝弘子 鍼灸マッサージ協会 ８月９日(金)～ 15名

13 ９月４日
10：00～12：00 水 文学講座② 堀井　正子 日本文学研究家 ８月19日(月)～ 30名

14 ９月10日
13：30～15：30 火 フルートの調べ 杉山　由一 上田女子短期大学

非常勤講師 ８月20日(火)～ 30名
15 ９月27日

10：00～12：00 金 善光寺表参道街めぐり① 未　　定 長野市ガイド協会 ９月６日(金)～ 15名
16 10月8日

13：30～15：30 火 始めよう♪天然アロマのある生活 押木　小百合 アロマセラピスト ９月17日(火）～ 12名
17 10月16日

9：00～15：30 水 ◎企業を訪ねて② 安茂里公民館職員 ９月25日(水）～ 20名
18 10月24日

10：00～12：00 木 善光寺表参道街めぐり② 未　　定 長野市ガイド協会 10月３日(木)～ 15名
19 11月７日

10：00～12：00 木 善光寺表参道街めぐり③ 未　　定 長野市ガイド協会 10月17日(木）～ 15名
20 11月11日

10：00～12：00 月 見つけよう！自分の味
　　美味しいコーヒーの楽しみ方講座 水井　裕由 sunmoon coffee 10月21日(月)～ 12名

21 11月20日
13：30～15：30 水 ジャズに魅せられて ニュー・モダンデュークス

石井　久美子 モダンジャズグループ 10月30日(水)～ 30名
22 11月27日

10：00～12：00 水 善光寺表参道街めぐり④ 未　　定 長野市ガイド協会 11月６日(水）～ 15名
23 11月29日

13：30～15：30 金 楽しく歌おう愛唱歌② 上村 まり子・服部秀子 声楽家・ピア二スト 安茂里：11月8日(金)～
一般：11月14日(木)～ 50名

24 12月23日
10：00～12：00 月 お正月まで飾れる

　クリスマスのフラワーアレンジメント 戸津　泰征 グリーンショップ・トツ 12月３日(火)～ 20名

25
1月27日

13：00～15：30 月 絵柄の入ったやしょうま作り① 松本博子・酒井祐子 工房「食彩」主宰 １月８日(水)～
12名

２月５日
13：00～15：30 水 絵柄の入ったやしょうま作り② 12名

26 ２月19日
13：30～15：30 水 時代の見方・考え方② 未　　定 信濃毎日新聞論説委員  １月28日(火)～ 15名

27 ３月７日
13：30～15：30 金  楽しく歌おう愛唱歌③ 上村まり子・服部秀子 声楽家・ピア二スト 安茂里：２月13日(木)～

一般：２月20日(木)～ 50名
28 ３月18日

13：30～15：30 火 文学講座③ 堀井　正子 日本文学研究家 ２月25日（火)～ 30名

①　６月27日(木)　　②　７月18日(木）　　③　８月29日(木)
④　９月26日(木)　　⑤　10月31日(木)　　　（全５回）

原田　和彦
長野市立博物館学芸員

申込受付
６月５日(水)～

定員：15名

特 別 講 座 ○古文書に見る真田の歴史（全５回シリーズ）
（午後1：30～3：30）

①　４月25日(木) 開講式・山本部隊は安茂里で何をしていたのか　
②　５月30日(木) 川中島小学校に駐留していた林部隊は何をしていたのか
③　６月20日(木) 元市長宅に本部を構えた海軍通信隊薗田部隊は何をしていたのか
④　７月 4日(木) 現地調査…海軍部壕、白土地帯、観音沢、共和中尾山など
⑤　７月25日(木) まとめ・海軍を中心とした一大軍事拠点となった安茂里、閉講式

土屋　光男 ほか
昭和の安茂里を

語り継ぐ会

申込受付
４月４日(木)～

定員：20名

新ブラ”アモリ” ～戦時下の安茂里　自由日記が語るもの（全５回シリーズ）（午前10：00～12：00）


